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基準津波の流向・流速の確認 

漂流物調査範囲の設定 

漂流物となる可能性のある施設・設備の抽出 

 

発電所敷地内・外 発電所敷地内 発電所敷地外 

海域・陸域 海域 陸域 海域 陸域 

調査対象分類 船舶 

海上設置物 

建物・構築物 

その他建物等 

機器 

資機材等 

車両 

その他物品等 

船舶 

海上設置物 

建物・構築物 

その他建物等 

車両 

その他物品等 

 

漂流物となる可能性のある施設・設備の評価 

スタート 

漂流物化の評価 

漂流物となるか。 

取水機能を有する安全設備等への 

到達可能性評価 

漂流物とはならない。 

（分類：A） 

取水機能を有する安

全設備等に対する漂

流物とはならない。 

（分類：B1） 

【判断基準】 

・撤去するため漂流物とはならない。 

・重量物であり，気密性がなく沈降するため漂流物とはならない。 

・地震・津波による過去の事例から考慮し，本来の形状を維持したまま

漂流物とはならない。 

・緊急退避行動の実効性が確認されている，又はあらかじめ緊急退避行

動の実効性について確認した後に入港する運用を定めることにより漂

流物とはならない。 

・固縛等の運用対策により漂流物とはならない。 

図 4.2-1 漂流物評価フロー 

取水機能を有する 

安全設備等に到達する 

漂流物となるか。 

津波防護施設等：津波防護施設，浸水防止設備，津波監視設備を示す。 

取水機能を有する安全設備等：海水取水機能を有する非常用海水ポンプ，非常用海水配管等を示す。 

No 

Yes

Yes

No 

【判断基準】 

・設置位置及び津波の流況から到達しない。 

・津波の流況を考慮の上到達しないと考えられるエリアへ移設するため

到達しない。 

・地震・津波による過去の事例から考慮し，本来の形状を維持したまま

漂流物とはならない。 

・漂流過程で沈降するため到達しない。 

 取水機能を有する安全設備等の 

取水性に対する影響評価 

取水機能を有する安

全設備等の取水性へ

の影響なし。 

（分類：C1） 

取水機能を有する 

安全設備等の取水性への 

影響があるか。 

【判断基準】 

・漂流物が到達した場合でも非常用海水ポンプの取水が可能である。 

 

Yes

No 

 

津波防護施設等に 

到達する漂流物となるか。 

津波防護施設等への 

到達可能性評価 

Yes

No 

【判断基準】 

・設置位置及び津波の流況から到達しない。 

・津波の流況を考慮の上到達しないと考えられるエリアへ移設するため

到達しない。 

・地震・津波による過去の事例から考慮し，本来の形状を維持したまま

漂流物とはならない。 

・漂流過程で沈降するため到達しない。 
津波防護施設等に対

する漂流物とはなら

ない。 

（分類：B2） 

津波防護施設等の 

止水性に対する影響評価 

津波防護施設等の 

止水性への影響があるか。 

【判断基準】 

・対象漂流物に対する適用性を考慮した算定式により算出した衝突荷重

が，津波防護施設等の構造健全性に影響を与えない。 

Yes

No 

津波防護施設等の止水性を確保する

ための対策を実施する。（分類：D2）

津波防護施設等の止

水性への影響なし。 

（分類：C2） 

取水機能を有する安全設備等の取水

性を確保するための対策を実施す

る。（分類：D1） 
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表
4
.
2-
3
 
漂

流
物

検
討

対
象

選
定
結

果
一

覧
表

 
発

電
所

敷
地
内

分
（

4／
1
6）

 

番
号
 

分
類
 

名
称
 

場
所
 

数
量
 

状
態
 

主
要
構
造
（
形
状
）
／
材
質
 

寸
法
 

重
量

 
評
価
 

分
類

※
 

陸
15
 

建
物
類
等
 

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

（
鋼
材
支
柱
）
 

－
 

－
 

取
水

機
能

を
有

す
る

安
全

設
備

等
の

取
水
性
 

・
取

水
口

前
面

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

材
等
が
堆
積
す
る
が
，
取
水
口
を
完

全
に

閉
塞

さ
せ

る
こ

と
は

な
い

た

め
，
非
常
用
海
水
ポ
ン
プ
の
取
水
性

に
影
響
は
な
い
。
 

 津
波
防
護
施
設
等
の
止
水
性
 

・
追
而

 

C
1        

追
而

 

  

陸
16
 

建
物
類
等
 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
骨
造
 

3
4 
m×

1
9 
m×

1
1 
m 

－
 

＜
本
体
＞
 

・
地

震
又

は
津

波
の

波
力

に
よ

り
部

分
的

に
損

壊
す

る
お

そ
れ

が
あ

る

が
，
建
物
の
形
状
を
維
持
し
た
ま
ま

漂
流

物
と

な
る

こ
と

は
な

い
と

考

え
ら
れ
る
。
 

 ＜
外
装
板
等
＞
 

取
水
機
能
を
有
す
る
安
全
設
備
等
の
 

取
水
性
 

・
外

装
板

等
が

取
水

口
へ

到
達

す
る

お
そ
れ
が
あ
る
が
，
取
水
口
を
完
全

に
閉
塞
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
た
め
，

非
常

用
海

水
ポ

ン
プ

の
取

水
性

に

影
響
は
な
い
。
 

 津
波
防
護
施
設
等
の
止
水
性
 

・
追
而

 
  

＜
本
体
＞
 

A      

＜
外
装
板
等
＞
 

C
1        

追
而

 

陸
17
 

建
物
類
等
 

輸
送
本
部
建
屋
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
骨
造
 

2
2 
m×

1
3 
m×

7
 m
 

－
 

陸
18
 

建
物
類
等
 

輸
送
本
部
倉
庫
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
骨
造
 

1
2 
m×

8
 m
×
4 
m 

－
 

    

図
4.
2
-1

に
示
す
分
類
（
取
水
機
能
を
有
す
る
安
全
設
備
等
の
取
水
性
に
対
す
る
影
響
評
価
）
 

分
類

A：
漂
流
物
と
は
な
ら
な
い
。
 

分
類

B：
取
水
機
能
を
有
す
る
安
全
設
備
等
に
対
す
る
漂
流
物
と
は
な
ら
な
い
。
 

分
類

C：
取
水
機
能
を
有
す
る
安
全
設
備
等
の
取
水
性
へ
の
影
響
な
し
。
 

分
類

D：
取
水
機
能
を
有
す
る
安
全
設
備
等
の
取
水
性
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
実
施
す
る
。
 

図
4.
2
-1

に
示
す
分
類
（
津
波
防
護
施
設
等
の
止
水
性
に
対
す
る
影
響
評
価
）
 

分
類

A：
漂
流
物
と
は
な
ら
な
い
。
 

分
類

B：
津
波
防
護
施
設
等
に
対
す
る
漂
流
物
と
は
な
ら
な
い
。
 

分
類

C：
津
波
防
護
施
設
等
の
止
水
性
へ
の
影
響
な
し
。
 

分
類

D：
津
波
防
護
施
設
等
の
止
水
性
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
実
施
す
る
。
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c. 津波防護施設等の健全性及び非常用海水ポンプの取水性への評価結果 

(a) 評価結果の整理 

「a. 発電所敷地内における漂流物調査結果」及び「b. 発電所敷地外における漂

流物調査結果」において，津波襲来時に津波防護施設等，取水機能を有する安全設備

等に対する漂流物となる可能性が否定できない施設・設備として，発電所敷地内にお

いては標識ブイ，建物の部分的な損壊によって生じるおそれのあるがれきや外装板及

び構成部材等，車両，資機材等の軽量な物品が抽出され，発電所敷地外においては発

電所北側の船舶，発電所南側の建物や設備の部分的な損壊によって生じるおそれのあ

るがれきや外装板及び構成部材等，貯蔵容器，資機材等の軽量な物品，防砂林が抽出

された。発電所敷地内評価結果のうち津波防護施設等及び取水口へ向かう可能性が否

定できない施設・設備と評価した対象物一覧を表 4.2-12 に，発電所敷地外評価結果の

うち津波防護施設等及び取水口へ向かう可能性が否定できない施設・設備と評価した

対象物一覧を表 4.2-13 にそれぞれ示す。 

なお，発電所敷地外のうち発電所南側エリアの施設・設備が漂流物となった場合，

軌跡解析の結果から津波防護施設等及び取水口へ向かうことは考え難いが，保守的に

取水口へ向かうことが否定できない施設・設備として評価した。
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表
4
.
2-
1
2 

津
波

防
護

施
設
等

，
取
水

機
能

を
有
す
る

安
全

設
備
等

に
対

す
る

漂
流

物
と

な
る
可

能
性

が
 

否
定

で
き

な
い

施
設

・
設
備
（

発
電
所

敷
地

内
）
（

1／
5）

 

＜
海

域
＞
 

分
類
 

名
称
 

場
所
 

数
量
 

状
態
 

主
要
構
造
（
形
状
）
／
材
質
 

重
量
 

（
最
も
大
き
な

も
の
を
記
載
）

 

備
考
 

到
達
可
能
性
評
価

＊
 

津
波
防
護

施
設
等
 

取
水
機
能
を
有
す

る
安
全
設
備
等
 

設
備
類
等
 

標
識
ブ
イ
 

敷
地
内
 

港
湾
エ
リ
ア
 

一
式
 

固
定
あ
り
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

＜
陸

域
＞
 

分
類
 

名
称
 

場
所
 

数
量
 

状
態
 

主
要
構
造
（
形
状
）
／
材
質
 

寸
法
 

重
量

 
備
考
 

到
達
可
能
性
評
価

＊
 

津
波
防
護

施
設
等
 

取
水
機
能
を
有
す

る
安
全
設
備
等
 

建
物
類
等
 

検
潮
小
屋
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

2
.9
 
m×

2.
9
 m
×
2.
3 
m 

－
 

が
れ
き
類
の
み
 

○
 

○
 

建
物
類
等
 

海
水
電
解
装
置
建
屋
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

8
 m
×
11
 m
×
3.
7 
m 

－
 

○
 

○
 

建
物
類
等
 

放
水
口
モ
ニ
タ
ー
小
屋
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

4
 m
×
5 
m×

3 
m 

－
 

○
 

○
 

建
物
類
等
 

北
防
波
堤
灯
台
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

Φ
3 
m×

9 
m 

－
 

○
 

○
 

建
物
類
等
 

復
水
冷
却
用
水
路
 

ス
ク
リ
ー
ン
室
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

－
 

－
 

○
 

○
 

建
物
類
等
 

塩
素
処
理
室
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

1
0 
m×

1
3 
m×

1
0 
m 

－
 

○
 

○
 

建
物
類
等
 

放
水
口
放
射
能
 

測
定
機
器
上
屋
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

3
 m
×
5 
m×

3 
m 

－
 

○
 

○
 

建
物
類
等
 

ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
室
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

1
3 
m×

2
1 
m×

1
1 
m 

－
 

○
 

○
 

建
物
類
等
 

主
ゲ
ー
ト
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

4
 m
×
18
 m
×
10
 m
 

－
 

○
 

○
 

建
物
類
等
 

次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
注
入
室
 

敷
地
内
 

1 
設
置
 

鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

－
 

－
 

○
 

○
 

  

到
達
可
能
性
評
価
 

○
：
到
達
す
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
 

－
：
到
達
し
な
い

 


